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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質はカルサイクリン結合タンパク質です。カルシウム依存性ユビキチン化とそれに続く標的タンパク質のプロテオソーム分解に関与していると考えられます。ユビキチンE3複合体における分子橋渡しとして機能し、ユビキチンを介したβ-カテニンの分解に関与していると考えられます。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする2つの選択的スプライシング転写バリアントが見つかっています。[RefSeq提供、2008年7月],機能：カルシウム依存性ユビキチン化とそれに続く標的タンパク質のプロテオソーム分解に関与していると考えられます。ユビキチンE3複合体における分子橋渡しとして機能し、ユビキチンを介したβ-カテニン（CTNNB1）の分解に関与しています。,PTM：セリン残基がリン酸化されています。 RA誘導または高カルシウム濃度でリン酸化される。,類似性：CSドメインを1つ含む。,類似性：SGSドメインを1つ含む。,細胞内局在：低カルシウム濃度では細胞質内。神経芽細胞腫細胞では、レチノイン酸（RA）誘導とカルシウム濃度上昇後、核と細胞質の両方に局在する。核分画はリン酸化される可能性がある。,サブユニット：生理的カルシウム濃度において、S100ファミリーのタンパク質S100A1、S100A6、S100B、S100P、およびS100A12と相互作用する（類似性による）。少なくともUBE2D1、SIAH1、CACYBP/SIP、SKP1、APC、およびTBL1Xから構成される大規模なE3複合体の構成要素である。SIAH1、SIAH2、およびSKP1と直接相互作用する。,
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	CACYBP 抗体を使用した HUVEC 細胞溶解液のウェスタン ブロット分析。
	

	CacyBPポリクローナル抗体を用いたHuvEc細胞のウェスタンブロット分析。二次抗体は1:20000に希釈されました。
	

	パラフィン包埋ヒト乳癌の免疫組織化学分析、抗体は1:100に希釈された
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